
Microsoft Project Server 2010  

顧客ソリューション導入事例  

キ ュ ラ ー ズ が 、 プ ロ ジ ェ ク ト  ポ ー ト フ ォ リ オ 

管理の強化により運営コストを削減  

概要 

 

国/地域: 日本 

業種: 貸し倉庫サービス 

 

顧客プロファイル 

キュラーズは、主に不動産投資、不動産開発、顧客

指向の貸し倉庫サービスを取り扱う民間企業であ

り、全国の主要都市で 36 店舗を展開しています。

上記のサービスに加えて、駐車場、文書管理、デー

タ保管などのサービスも提供しています。 

 

ビジネス状況 

事業の急成長とプロジェクト数の増加を受けて、

キュラーズはさまざまなプロジェクトの提案を評

価/管理するためのソリューションを必要としてい

ました。 

 

解決策 

キュラーズはアビュータス・ソリューションズの協力

のもと、マイクロソフトの統合ソリューションを導入

しました。これにより、カーボン フットプリントやエネ

ルギー コストの削減といった、同社のビジネス目

標に沿ったプロジェクトを確実に遂行できるように

なりました。 

 

利点 

 需要管理 

 ポートフォリオの選択と分析 

 チーム コラボレーション 

 ビ ジ ネ ス イ ン テ リ ジ ェ ン ス と レ ポ ー ト 

作成 

「Project Server 2010 のプロジェクト ポートフォリオ管理機能

を活用することにより、エネルギー削減を始めとする当社の戦

略目標を達成するために最適なプロジェクトの組み合わせを

容易に選択できるようになりました」 

Aaron Farney、IT ディレクター、キュラーズ 

東京に本社を置く民間企業のキュラーズは、日本で最も成功を収め

ている国内最大の貸し倉庫業者です。全国の主要都市に 36 店舗

を展開しており、各店舗には 250 ～ 1500 室の収納ユニットを備え

ています。収納ユニットは 1 m2 未満から 15 m2 を超えるものまでさ

まざまなサイズが用意され、各ユニットのセキュリティも確保されて

います。どの店舗も明るく清潔で、24 時間いつでも利用できるほか、

さまざまな問い合わせに対応する「収納コンシェルジュ」が常駐して

います。 

キュラーズでは、競合他社に対する優位性を保つために、業界で最

も高い業務効率を維持できるよう継続的に取り組みを行っており、

店舗の運営コスト削減を目的としたプロジェクトをより効率的に選

択/管理するためのソリューションを必要としていました。キュラーズ

は、Microsoft® 認定パートナーであるアビュータス・ソリューション

ズの協力のもと、この目標に適合する Microsoft® Project Server 

2010 と SharePoint Server 2010 をベースとしたソリューションを導

入することを決定しました。これにより、ビジネス目標に沿ったプロ

ジェクトをより効率的に選択し、管理することが可能になりました。 



現状 

キュラーズは、主に不動産投資、不動産開

発、顧客指向の貸し倉庫サービスを取り

扱う民間企業です。同社の事業は急激な

成長を遂げ、現在では全国各地に 36 店

舗を所有/運営しています。 

キュラーズでは、顧客に費用対効果の高

いサービスを提供するために、これらの店

舗をできるだけ効率的に運営する必要が

ありました。各店舗において最も大きな固

定費の 1 つが、エネルギー消費に対する

コストです。そのため、各店舗におけるエ

ネルギー効率の向上を目的とした膨大な

数のプロジェクトを評価し、優先順位を付

ける必要がありました。 

キュラーズの IT ディレクターである Aaron 

Farney 氏は、次のように述べています。 

「キュラーズが展開する 36 のすべての店

舗において、運営コストの割合を最も多く

占めているのがエネルギー コストです。

エネルギー コストの削減を目的としたプ

ロジェクト案は数えきれないほどあります

が、その中から最も効果的なプロジェクト

を選択するには、ポートフォリオ管理を行

うためのソリューションが必要です。また、

店舗の大きさ、築年数、現在のエネルギー

効率などは店舗によって異なるため、全

体のポートフォリオの一部として、各プロ

ジェクト案のコストと利点を評価する必要

があります」 

これらのプロジェクトの投資回収期間は、

15 ～ 50 か月と大きな幅があります。ま

た、リソース不足やスケジュールの制約と

いった、プロジェクトの優先順位付けにお

いて考慮すべき要素もあります。 

運営する店舗の数が増加するとリソース

不足が生じ、その結果、決められた時間枠

内で完了できるプロジェクト数も制限され

ます。このため、よりいっそう最大限の成

果をもたらすプロジェクトを選択できる

ポートフォリオ管理ソリューションの必要

性が増します。 

一方スケジュールの制約は、多くの場合、

特定の店舗で特定の時間に稼働可能な

リソースが制限されるといった物理的な

制約によって発生します。たとえば、ス

ペースが限られている店舗の場合、照明

設備と空調設備の改修工事を同時に行

えないといったことが考えられます。 

解決策 

費用対効果が高く、導入が容易、かつキュ

ラーズのビジネス ニーズに合致するソ

リューシ ョンを選 定するべ く、同社 は 

Mic rosoft® 認定パートナーである          

アビュータス・ソリューションズに支援を求

めました。 

アビュータス・ ソリューションズのシニア 

パートナーである Michael Treasure 氏は

次のように述べています。 

「私たちは数年にわたってキュラーズと提

携してきました。最初に提案したのは、

Project  Server 2007 と Windows 

SharePoint Services 3.0 を IT 部門に導

入することでした。キュラーズはアプロー

チを重ねることによってプロジェクト管理

の成熟度を高め、現在では Pro jec t 

Server 2010 と SharePoint 2010 の新機

能を存分に活用できるまでになっていま

す」 

キュラーズは、Project Server 2010 に統

合されたポートフォリオ管理機能に大きな

関心を寄せました。「Project Server 2010 

にポートフォリオ管理機能が統合されたこ

とは、私たちの観点から言えば間違いなく

飛躍的な進歩であり、プロジェクトの選択

と比較の作業をより効率的に管理したい

という当社の要望にもかなっています」と 

Farney 氏は言います。 

「 P r o j e c t  S e r v e r  2 0 1 0  と 

SharePoint 2010 で提供される柔

軟なレポート作成とダッシュボード

の機能は、キュラーズに大きな利

益をもたらすに違いありません」 

Michael Treasure、シニア パートナー、 

アビュータス・ソリューションズ  



またキュラーズは、現在実装している 

Project Server 2007 でのレポート作成と

ビジネス インテリジェンスについても強

化を図りたいと考えていました。「Project 

Server 2010 と SharePoint 2010 で提供

される柔軟なレポート作成とダッシュボー

ドの機能は、キュラーズに大きな利益をも

たらすに違いありません」と Treasure 氏

は言います。 

Project Server 2010 と SharePoint 2010 

をベースとしたソリューションを導入する

ことにより、キュラーズは、最大のビジネス

価値をもたらすプロジェクトをより効率的

に選択/管理し、リソースやスケジュール

の制約をより容易に特定/解決できるよう

になったほか、全社に蓄積された既存の

テンプレートやプロジェクト管理の実践方

法を活用することも可能になりました。 

利点 

Microsoft® Project Server 2010 と 

SharePoint 2010 を使用することによっ

て、キュラーズは次のようなさまざまな利

点を享受しています。具体的には、需要管

理、ポートフォリオの選択と分析、チーム 

コラボレーション、ビジネス インテリジェン

スとレポート作成の強化などが挙げられ

ます。 

需要管理 

キュラーズはこれまで、Project Server 

2007 の一部として実装された、カスタム 

コードを含む InfoPath 2007 フォームと 

Windows SharePoint Service 3.0 のリス

トを使用して、需要管理とプロジェクトの

ワークフロー作成を行っていました。また 

3 段階のワークフローとそれに対応する

テンプレートを利用して、IT プロジェクトの

ガバナンス フレームワークを形成してい

ました。 

Project Server 2010 と SharePoint 2010 を

ベースとしたプラットフォームを活用する

と、ワークフローやプロジェクトのガバナン

スをより柔軟に作成することができます。

Project Server 2010 と SharePoint 2010 の

ガバナンス ワークフローでは、ビジネス 

ケース情報を一元管理するリポジトリが提

供され、レポート作成とプロジェクト指標の

比較を容易に行うことができます。このよう

にキュラーズは、ガバナンス ワークフロー

をより柔軟に作成/管理できるほか、テンプ

レートやワークフローを社内の別の部署で

再利用することが可能です。 

ポートフォリオの選択と分析 

Project Server 2010 では、実行の可能性

があるすべてのプロジェクト案、およびビ

ジネス ケース情報が単一のリポジトリで

管理されます。その中から戦略的なドライ

バーが特定され、各戦略ドライバーの貢

献度に基づいてプロジェクトが評価され

ます。その後、戦略ドライバーへの貢献度

に基づき、コストやリソース要件などの制

約を考慮しながらプロジェクトが選択され

ます。 

キュラーズは、この新しい機能を使用する

ことにより、可能な限り短い時間枠で最大

限の ROI をもたらすプロジェクトを選択で

きるようになりました。効率性を促進する

プロジェクトをより容易に特定し、優先順

位をつけることが可能です。また、規制へ

のコンプライアンスが必要とされるプロ

ジェクトを特定し、適切な優先順位を設定

することもできます。 

チーム コラボレーション 

SharePoint 2010 ではプラットフォームが

強化され、チームでのコラボレーションが

可能になっています。プロジェクトのメン

バーは、Wiki やブログなどの Web 2.0 機

能を活用することによって、より柔軟にコ

「Project Server 2010 にポート

フォリオ管理機能が統合されたこ

とは、私たちの観点から言えば間

違いなく飛躍的な進歩であり、プロ

ジェクトの選択と比較の作業をより

効率的に管理したいという当社の

要望にもかなっています」 

Aaron Farney、IT ディレクター、キュラーズ 



ミュニケーションを図ることができます。 

キュラーズはこの機能を使用することで、

複数の部門にまたがるプロジェクト チーム

のメンバー間のコミュニケーションを改善

し、他の部門やビジネス領域のメンバーに

蓄積された SharePoint の使用経験やノウ

ハウを活用することができます。 

ビジネス インテリジェンスとレポート作成 

Project Server 2010 and SharePoint 

Server 2010 では、さまざまなレポート作成

方法とデータ表示方法が用意されていま

す。Excel Services と Visio Services では、

柔軟で使いやすいウィンドウをデータと関

連するプロジェクトやポートフォリオの中に

表示できるため、これまでにない画期的な

レポート作成が可能になります。 

また、すべてのプロジェクトが一貫した

ビューで表示されるため、注意が必要なプ

ロジェクトに着目できるようになり、管理が

ずっと容易になります。 

Microsoft Project Server 2010 

Microsoft Project Server 2010 は、

Microsoft SharePoint Server 2010 のビジ

ネス コラボレーション プラットフォーム 

サービスと体系化された実行機能が統合

された柔軟性の高い業務管理ソリューショ

ンです。Project Server 2010 ではプロジェ

クトとポートフォリオが一元管理されるた

め、組織はビジネスの優先順位に基づいて

リソースや投資を割り当てたり、あらゆる種

類の作業を制御したり、強力なダッシュ

ボードを通じてパフォーマンスを視覚化す

ることができます。 

 

関連情報 

Microsoft Project Server に関しては下記を

ご覧ください。 

www.microsoft.com/japan/project 

 

 

キュラーズの詳細情報については、0120-15-

9773 にお電話いただくか、同社 Web サイト 

(www.Quraz.com) をご覧ください。 

 

アビュータス・ソリューションズ株式会社の詳

細情報については、03-6215-8608 にお電話

い た だ く か 、 同 社 の  W e b   サ イ ト

(www.ArbutusSolutions.com)をご覧ください。 

ソフトウェアとサービス 
 Microsoft サーバー製品ポートフォリオ 

- Microsoft Project Server 2010 

- Microsoft SharePoint Server 2010 

- Microsoft Project Professional 2010 

 テクノロジ 

- Microsoft Project Web App 

 

パートナー 
 アビュータス・ソリューションズ株式会社  

この導入事例は情報提供のみを目的としています。明示または黙示に関

わらず、この要約に関してマイクロソフトはいかなる責任も負わないもの

とします。 
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